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Ⓓ　休憩スペース（土間・庇）

　平成 28 年度の発掘調査では、堀に囲まれた館

の北西部で３棟の掘立柱建物を確認しました。

　建物１は東西４間、南北３間、柱間は約 200 ㎝

です。柱穴の直径は 50 ㎝から 75 ㎝で、掘削し

た柱穴の深さは 30 ㎝です。建物は柱穴の確認状

況から、２間四方の二間取りの前面に縁をもつ構

造を想定しています。

　建物１～３はいずれも主軸が北側で２°西に傾

いており、西堀とほぼ同じです。これらの建物は

西堀と並行して建てられています。

　この休憩施設は建物１と同じ規模、同じ位置で

建築しています。建物の遺構は土を盛って保護し

ています。建物の外観は、16 世紀の建築を参考

にしています。

　【発掘調査で確認した建物と休憩施設】

南面 東面 北面 西面

発掘調査で確認した建物平面図
（赤色部分が建物１）

Ⓐ　休憩室（土間）　15.53㎡

Ⓑ　休憩室（板間）　  7.76㎡

Ⓒ　倉　庫（土間）　  7.76㎡
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館を囲む堀の範囲

整備済の範囲

殿屋敷遺跡の整備イメージ
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史跡八木城跡　保存整備事業

　殿屋敷遺跡は、平成 19 ～ 23 年度（遺跡の内容確認）

の発掘調査により、周囲に堀を巡らした八木城主八木氏

の館であることが判明しました。

　八木地域は鎌倉時代から戦国期、天正８年（1580）

まで活躍した八木氏の本拠地です。八木氏は但馬守護の

山名宗全に属し、山名四天王の一人に数えられています。

　殿屋敷遺跡の北西側にみえる山上には、八木氏（のち

に別所氏）の城である八木城跡と土城跡があります。殿

屋敷遺跡はこれらの城跡とともに平成９年３月６日に国

指定史跡となりました。

　殿屋敷遺跡では、平成 27 年度から歴史公園として整

備を進めています。平成 30 年度には、発掘調査成果をもとに休憩施設として建物を建築しました。城主館の

シンボルとなる景観をつくり、歴史の学習教材とします。建物は、福井市の特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡の復元

建物などを参考に外観や構造を設計しました。今後は、盛土により館の形状を示し、全面的に芝張りを行うと

ともに、堀跡や堀に伴う石垣を表示します。地域の歴史に親しむ塲として、また地域活性化、交流の拠点とな

るよう整備を進めています。

②北堀の状況
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北堀

西堀

南堀

東堀

①掘立柱建物 ③重ねて埋められた土器

④堀の南西角部に築かれた石垣 出土した白磁碗（「天下太平」の文字）

★

養父市教育委員会

休憩施設として建てた八木氏館の掘立柱建物（真下には掘立柱建物跡がある）
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養父市教育委員会 社会教育課
〒667-0198　兵庫県養父市広谷 250-1
TEL：079-664-1628
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